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鈴
鳴
荘
の
「
き
の
こ
ぷ
り

ん
」―

―

。
７
月
29
日
、
30

日
に
大
分
で
開
催
さ
れ
た
九

社
連
老
人
福
祉
施
設
協
議

会
職
員
研
究
大
会
の
会
場
の

お
土
産
コ
ー
ナ
ー
で
「
き
の

こ
プ
リ
ン
」
を
４
０
０
個
販

売
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
効
果
も

あ
っ
て
「
あ
〜
こ
の
テ
レ
ビ

見
た
わ
〜
」
と
言
わ
れ
る
方

や
、「
き
の
こ
プ
リ
ン
⁉
」

と
驚
か
れ
る
方
、「
本
当
に

美
味
し
い
か
ら
食
べ
て
み
ま

せ
ん
か
？
」
と
声
を
掛
け
る

と
購
入
し
て
く
だ
さ
り
、

「
あ
！　

美
味
し
い
〜
！　

椎
茸
っ
て
分
か
ら
な
い
よ

ね
」
と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
椎
茸
は

ぷ
り
ん
販
売
!!

　

季
節
は
い
つ
も
入
り
乱
れ
、
交
錯
し
な
が

ら
や
っ
て
く
る
。
特
に
敏
感
に
影
響
を
受
け

る
作
物
に
は
天
候
不
順
の
今
年
、
そ
の
被
害

が
心
配
さ
れ
日
々
の
様
子
が
頭
か
ら
離
れ
ま

せ
ん
。
皆
々
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ま
す
ま

す
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
大
慶
に

存
じ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
綿
綿
と
弊
法
人
設
置
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
鳴
荘
・
同
む
さ
し
苑
・
養

護
老
人
ホ
ー
ム
松
寿
園
・
朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鈴
鳴
荘
そ
し
て
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
鈴

鳴
荘
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
行
政
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

は
行
き
届
い
た
ご
配
慮
、
ご
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
謹
ん
で
厚
く
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
、
世
上
兎

角
の
厳
し
い
経
営
な
が
ら
、
先
ず
は
平
穏
に

経
過
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
先
に
、
構
造
改
革
の
一
環
と
し

て
、
本
年
４
月
、
市
営
の
む
さ
し
苑
及
び
松

寿
園
が
、
選
ば
れ
た
選
定
委
員
の
方
々
の
評

価
に
よ
り
、
弊
法
人
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た

が
、
事
の
深
刻
さ
と
、
責
任
の
重
大
さ
に
あ

ら
た
め
て
役
職
員
一
同
、
一
意
専
心
業
務
の

躬
行
を
確
認
致
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
旧
来
同
様
よ
ろ
し
く
ご
支
援
頂
け
ま
す

れ
ば
、
至
上
の
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

な
お
、
私
こ
と
、
先
の
定
例
理
事
会
に
お

き
ま
し
て
、
理
事
各
位
の
選
考
に
よ
り
軽
慮

浅
謀
に
唯
々
諾
々
、
理
事
長
の
道
に
従
い
ま

し
た
。
爾
今
、
小
職
そ
し
て
不
肖
我
が
身
の

晩
節
を
も
汚
す
事
な
き
よ
う
懸
命
に
精
進
致

し
ま
す
の
で
尚
更

の
ご
高
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
御
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

　

法
人
４
施
設
の
職
員
全
員

を
対
象
に「
職
員
全
体
会
議
」

を
５
月
20
日
、
午
後
６
時

30
分
か
ら
「
い
こ
い
の
村
国

東
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
は

じ
め
に
、
高
橋
と
し
子
総
合

施
設
長
が
平
成
21
年
４
月

１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
の
３
か
年
「
中
期
計

画
」
を
説
明
、
特
に
、
こ
の

中
で
法
人
の
基
本
方
針
、
基

本
理
念
に
つ
い
て
新
人
職
員

等
に
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
高
橋
事
務
長
が
平
成

　

社
会
福
祉
法
人
安
岐
の

郷
は
、
５
月
30
日
の
決
算

理
事
会
で
理
事
長
に
小
林
習

一
理
事
長
代
理
を
選
任
し
ま

し
た
。
か
ね
て
よ
り
辞
意
の

あ
っ
た
高
橋
伸
一
郎
氏
が
、

国
東
市
か
ら
移
譲
さ
れ
た

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
む

さ
し
苑
」「
養
護
老
人
ホ
ー

ム
松
寿
園
」
が
４
月
１
日
開

業
。
平
成
20
年
度
決
算
も

承
認
さ
れ
た
の
を
機
に
理
事

長
職
を
辞
任
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
空
席
と
な
っ
て
い

た
副
園
長
に
清
原
ス
ミ
ヱ
氏

誤
嚥
性
の
高
い
食
材
で
す

が
、
椎
茸
が
大
好
き
な
高
齢

者
が
多
く
、
鈴
鳴
荘
で
は
ご

利
用
者
に
椎
茸
を
食
べ
て
頂

き
た
い
と
の
強

い
思
い
か
ら
、

食
べ
や
す
く
高

齢
者
に
安
全
な

調
理
方
法
を
厨

房
が
考
案
。
誕

生
し
た
の
が

「
き
の
こ
ぷ
り

ん
」
で
す
。
椎

茸
の
栄
養
は
そ

の
ま
ま
な
の

で
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
椎
茸

嫌
い
の
若
者
や

お
子
様
に
も
お

薦
め
で
す
。

　

〝
む
さ
し
の
里
の
夕
涼

み
〞
第
36
回
「
夏
の
夜

ま
つ
り
」
が
８
月
15
日
、

武
蔵
港
特
設
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
懸
賞
踊
り

に
鈴
鳴
荘
と
む
さ
し
苑
か

ら
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
、
初
参
加
と

言
う
こ
と
で
、
都
留
俊
一

先
生
の
ご
指
導
を
受
け
て

特
訓
、
本
番
に
臨
み
ま
し

た
。
あ
い
に
く
朝
か
ら
の

雨
模
様
で
し
た
が
夜
に
は

雨
も
や
み
、
夜
市
、
龍
神

太
鼓
、
懸
賞
踊
り
、
花
火

大
会
と
、

夏
の
夜
を

満
喫
し
ま

し
た
。

　

国
東
市
の
親
善
大
使
の
歌
手
、
松

前
ひ
ろ
子
さ
ん
が
８
月
２
日
、
ア
ス

ト
く
に
さ
き
で
歌
謡
シ
ョ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
鈴
鳴
荘
、
む
さ
し
苑
か
ら

ご
利
用
者
、
職
員
約
40
名
が
鑑
賞
、

ご
当
地
ソ
ン
グ
の
「
国
東
半
島
」「
豊

後
巡
礼
」
な
ど
、
演
歌
の
魅
力
を

タ
ッ
プ
リ
堪
能
。
翌
３
日
に
は
、
大

分
空
港
ま
で
お
見
送
り
に
行
き
、
ま

た
来
て
い
た
だ
く
約
束
を
し
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
法
人
安
岐
の

郷
は
、
市
立
老
人
ホ
ー
ム
の

「
む
さ
し
苑
」
と
「
松
寿
園
」

を
引
き
継
ぎ
、「
鈴
鳴
荘
」

「
朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

と
を
合
わ
せ
て
４
か
所
の
拠

点
施
設
を
経
営
す
る
こ
と
に

な
り
、
約
60
名
の
新
規
職

①大分市
②バイク
③祖父が以前入院した時
に栄養相談を見学し
て。

④きつい時もあるけれど
毎日が勉強です。

⑤学校で学んだ事を精一杯活かし、現場
の事もできる栄養士になりたい。

①国東町　②読書
③福祉関係に興味があっ
て、この仕事を紹介し
てもらって。

④大変だけどどの仕事よ
りもやりがいがあって
「ありがとう」という
言葉が心にしみる仕事
だと思う。

⑤まだまだ未熟ですが、誰からも信頼さ
れ愛される介護士になれるよう、御利
用者さんの些細な事にも気付けるよう
にコミュニケーションをとることを大
切にしていきたい。

①国見町伊美
②音楽鑑賞
　特技はありません。
③母親に勧められたか
ら。

④思った以上に大変な仕
事だけど、やりがいの
ある仕事だと思いました。

⑤ご利用者さんの笑顔を引き出せるよう
な心のこもった介護ができるように頑
張ります。

①武蔵町丸小野
②体操
③人と人との触れ合い、
ぶつかり合いを感じた
かったからです。

④やりがい、生きがいを
感じる仕事だと思います。

⑤ご利用者様の立場になって、安心して
接していただけるような職員になりた
いです。

①杵築市溝井
②映画鑑賞
③食の仕事に携わりた
かったので。

④毎日勉強になる事ばか
りです。

⑤食事を楽しみにしても
らえるように頑張りたい。

①杵築市山香
②映画鑑賞・バルーン
アート

③様々な仕事の研修見学
をした中で介護関係の
仕事がしたいと感じた
為。

④大変な仕事ですが同時
にとてもやりがいのある仕事だと思
う。

⑤先輩達の仕事姿からたくさんのものを
吸収して、一人前のワーカーになれる
ように一生懸命頑張りたいと思いま
す。

①鹿児島市霧島市
②映画鑑賞・音楽鑑賞・
サッカー

③祖母がこういった施設
を利用しており、あっ
た事を楽しそうに話し
てくれる祖母を見て、
チャレンジしてみよう
と思ったので。

④毎日たくさんの方の笑
顔に接する事ができる
ので、とても楽しくやりがいのある仕
事だと感じています。

⑤社会人としての第一歩を鈴鳴荘から踏
み出せることにとても喜びを感じます。
職員だけでなく御利用者さんも素敵な
笑顔で過ごしていただけるよう、一日
一日を大切にし頑張りたいと思う。

①国見町
②野球
③日本の将来を考えて自
分達のような人が必要
だと思ったから。

④思っていたより楽しく
出来ています。

⑤介護のスペシャリスト目指して頑張り
ます。

新人紹介

①出身地
②趣味・特技
③この仕事を
　目指したきっかけ
④この仕事に就いての感想
⑤これからの意気込み・目標

幸松 恭平

江口　諒

穴見栄里花

八反田貴史

宮永 文那

藤田 恭輔

二ノ宮　望

坂西 佑太
理
事
長

　
小
林
　
習
一

安
岐
の
郷
・
役
員
紹
介

質
の
向
上
に
む
け
て

―
 

職
員
全
体
会
議
・
各
種
勉
強
会 ―

質
の
向
上
に
む
け
て

―
 

職
員
全
体
会
議
・
各
種
勉
強
会 ―

が
就
任
。
法
人
の
規
模
が
拡

大
し
た
の
を
機
に
、
鈴
鳴
荘

の
前
施
設
長
・
清
原
氏
が
４

年
ぶ
り
の
復
帰
と
な
り
、

「
４
年
ぶ
り
に
福
祉
施
設
に

戻
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
お

役
に
立
て
た
ら
嬉
し
い
で

す
。」
と
清
原
副
園
長
。
法

人
が
経
営
す
る
４
つ
の
施
設

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

法
人
の
新
役
員
及
び
評

議
員
、
苦
情
相
談
窓
口
（
第

三
者
委
員
）
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

員
を
採
用
、
大
幅
な
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。
法
人
全

体
で
２
１
７
名
（
パ
ー
ト
も

含
む
）
の
陣
容
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
朝
来
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
含
め
た

鈴
鳴
荘
の
陣
容
は
、
１
３
１

名
と
な
り
ま
し
た
。

夏の夜まつりに初参加 松
前
ひ
ろ
子
シ
ョ
ー
を
堪
能

就
任
挨
拶

新生！
鈴鳴荘
新生！
鈴鳴荘

　

朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
の
皆
様
の
憩
い

の
場
と
し
て
５
月
よ
り
月
１

回
「
１
０
０
円
居
酒
屋
」
を

開
店
、
ご
利
用
者
や
ご
家

族
、
地
域
の
皆
様
の
交
流
の

場
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。
６
月
に
は
鈴
鳴
荘

よ
り
管
理
栄
養
士
を
招
い
て

栄
養
教
室
も
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
る
方
も
１
０

０
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル

に
並
ぶ
旬
の
素
材
を

使
っ
た
料
理
は
、
全

て
職
員
の
手
作
り
で

す
。
７
月
か
ら
は
５

０
０
円
の
バ
イ
キ
ン

グ
形
式
に
な
り
、
メ

ニ
ュ
ー
も
大
幅
に
変

わ
り
ま
し
た
。

　

８
月
は
地
区
の
盆

踊
り
大
会
に
合
わ
せ

て
居
酒
屋
を
開
店
、

帰
省
さ
れ
た
方
も
参

加
さ
れ
て
大
賑
わ
い

で
し
た
。「
何
か
月
ぶ
り
か

に
人
と
話
を
し
た
」「
30
年

ぶ
り
や
な
ー
」
な
ど
の
会
話

が
飛
び
交
い
、
居
酒
屋
が

「
ふ
れ
あ
い
の
場
所
」に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
若
い
方
た
ち
も

参
加
で
き
る
よ
う
な
形
に

持
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
経
営
は
大
変
で
す

が
、
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
の
思
い
で
す
。
お
酒
は
、

「
萱
島
酒
造
」「
南
酒
造
」「
矢

野
酒
造
」
の
地
元
酒
造
メ
ー

カ
ー
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

居
酒
屋
で
交
流

21
年
度
の
単
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
に
つ
い
て
報

告
、
年
間
研
修
計
画
の
発

表
、
看
取
り
に
関
す
る
指
針

説
明
の
あ
と
、
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
人
組
織
が
大
き

く
な
っ
た
の
を
機
に
、
職
員

の
介
護
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

標
に
、「
泉
田
照
雄
先
生
」

（
全
国
高
齢
者
ケ
ア
研
究
会

研
究
委
員
長
）
を
講
師
に
招

き
、
当
面
、
鈴
鳴
荘
と
む
さ

し
苑
の
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
を

対
象
と
し
た
内
部
研

修
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
の

最
初
の
研
修
が
６
月

13
、
14
日
に
、
第

二
弾
が
８
月
25
、

26
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
２
年

間
の
予
定
で
泉
田
先

生
に
じ
っ
く
り
と
腰

を
据
え
て
研
修
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、

職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
は
か
り
ま
す
。

◆
理
事
：
小
林
習
一
（
理
事

長
）、
牧
武
徳
（
理
事
長

代
理
）、
高
橋
伸
一
郎
、

徳
部
伝
造
、
松
原
徳
雄
、

長
野
定
彦
、
高
橋
と
し
子

（
総
合
施
設
長
）

◆
監
事
：
中
野
昭
純
、
渡
辺

健
一

◆
評
議
員
：
松
原
博
美
、
丸

尾
茂
喜
、
渡
辺
匡
四
郎
、

服
部
善
一
、
杉
安
喜
一
、

宮
本
慎
二
、
矢
野
隆
、
河

野
洋
一
、
高
橋
孝
明
、
財

前
完
自
、
堀
喜
代
美
、
生

地
信
子
、
中
嶋
豊
子
、
高

橋
と
し
子
、
高
橋
一
雄

（
む
さ
し
苑
施
設
長
）

◆
鈴
鳴
荘
・
第
三
者
委
員
：

小
野
繁
男
（
安
岐
町
元
児

童
民
生
委
員
）、
堀
園
子

（
元
市
民
病
院
総
婦
長
）、

徳
部
雅
子
（
元
市
職
員
）

◆
む
さ
し
苑
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
相
談
員
：
上
野
慶
幸

（
民
生
委
員
）、
徳
丸
カ

ズ
ヱ
（
民
生
委
員
）、
小

城
宏
美
（
家
族
会
代
表
）

◆
松
寿
園
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

相
談
員
：
椎
原
ミ
ツ
子

（
民
生
委
員
）、
吉
武
祥

宏
（
民
生
委
員
）

鈴鳴荘

泉田先生との勉強会

編集後記
　残暑厳しい毎日ですが、いかがお過ごしでしょ
うか？　むさし苑・松寿園・朝来・鈴鳴荘と４つ
の施設の統合だよりとなり、名前も鈴鳴荘だより
から安岐の郷だよりになりました。今回は前回ま
でと違い新しい広報誌の形にしてみました。
　少しでも皆様に読んでいただきやすい・分かり
やすい広報誌を今後も作っていきたいと思ってい

ます。率直なご意見・ご感想をお
寄せ下さるとありがたいです。
お電話でもお手紙でもお便り
をお待ちいたしております。

（江口明日香・秋吉　薫）
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朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

鈴
鳴
荘
が
毎
月
一
回
開
店
し

て
い
る「
１
０
０
円
居
酒
屋
」

に
７
月
13
日
の
夕
方
、
む

さ
し
苑
の
ご
利
用
者
５
名
と

職
員
で
出
か
け
ま
し
た
。

　
「
３
年
ぶ
り
に
地
元
の
人

と
会
う
の
が
楽
し
み
じ
ゃ
。

何
を
着
ろ
う
か
な
ぁ
。」
と

少
し
興
奮
気
味
の
地
元
朝
来

出
身
の
Ｎ
さ
ん
。「
行
く
時

は
、
家
の
前
を
通
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
Ｏ
さ
ん
。「
カ
メ

ラ
持
参
で
写
真
を
撮
る

で
ぇ
。」
と
Ｔ
さ
ん
。「
何
を

食
べ
よ
う
か
な
ぁ
。」
と
Ｆ

さ
ん
。
笑
顔
、
笑
顔
の
Ｉ
さ

ん
。
当
日
、
昼
過
ぎ
か
ら
準

備
の
皆
さ
ん
。
待
ち
き
れ
な

い
様
子
で
す
。

　

い
ざ
出
発
。
職
員
も
む
さ

し
苑
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て

の
外
出
に
、
ご
利
用
者
以
上

に
ド
キ
ド
キ
・
わ
く
わ
く
で

す
。
会
話
が
は
ず
む
う
ち
、

「
到
着
で
す
」
と
い
う
生
活

相
談
員
の
掛
け
声
で
セ
ン

タ
ー
に
入
っ
て
い
く
と
、
集

い
の
場
は
す
で
に
地
域
の

　

社
会
福
祉
法
人　

安
岐

の
郷
（
理
事
長
・
小
林　

習

一
）
が
市
か
ら
受
譲
し
た
新

生
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

む
さ
し
苑
」（
施
設
長
・
高

橋
一
雄
）と「
養
護
老
人
ホ
ー

ム
松
寿
園
」（
施
設
長
・
岩

井
今
朝
信
）
が
開
業
し
た
の

が
４
月
１
日
。
む
さ
し
苑
が

63
名
、
松
寿
園
が
23
名
の

陣
容
で
ス
タ
ー
ト
。
あ
っ
と

い
う
間
の
６
か
月
で
し
た
。

　

４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
新
生
む
さ
し
苑
」
の
ご
利

用
者
満
足
を
得
る
た
め
に
、

最
初
に
鈴
鳴
荘
の
第
三
者
委

員
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

設
備
・
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
面

で
鈴
鳴
荘
と
比
較
し
な
が
ら

問
題
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、①
尿
臭
を
含
め
た
臭
い

の
問
題　

②
職
員
の
挨
拶
の

問
題　

③
居
室
等
の
整
理

整
頓
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘

を
受
け
ま
し
た
。

　

早
速
、
職
員
全
員
に
問
題

点
を
通
達
、
対
策
を
協
議
し

ま
し
た
。
対
策
案
と
し
て　

①
ベ
ッ
ド
周
り
の
清
掃
と
布

団
等
の
入
替　

②
剥
離
剤

に
よ
る
床
の
清
掃
と
ワ
ッ
ク

ス
の
や
り
直
し　

③
居
室
の

カ
ー
テ
ン
等
の
買
換
え　

④

換
気
の
徹
底　

⑤
朝
礼
時

の
あ
い
さ
つ
10
カ
条
の
唱

和
な
ど
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ

と
か
ら
実
施
、
そ
の
結
果
、

翌
月
に
は
第
三
者
委
員
の
方

か
ら
臭
い
の
問
題
等
に
つ
い

て
合
格
点
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
利
用
者
と
の
面
談
で

は
、
食
事
に
つ
い
て
一
部
の

ご
利
用
者
か
ら
主
食
の
ご
飯

が
少
な
い
と
の
不
満
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
早

速
、
確
認
す
る
と
、
そ
の
方

は
間
食
が
多
く
肥
満
気
味

で
、
体
重
制
限
を
行
っ
て
い

る
方
と
分
か
り
ま
し
た
が
、

カ
ロ
リ
ー
の
少
な
い
食
材
で

満
足
感
の
得
ら
れ
る
対
応
を

と
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

ご
利
用
者
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
に
改
善
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新生「むさし苑」「松寿園」が
スタートして６か月

　

新
生
「
松
寿
園
」
の
命
題

は
、
ご
利
用
者
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
で
し
た
。
手
始
め

に
食
堂
の
改
装
、
駐
車
場
と

庭
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
食
堂
と
厨
房

を
む
す
ぶ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
窓

が
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
閉
塞
感
が

あ
り
、
調
理
場
が
見
え
る
よ

う
に
透
明
ガ
ラ
ス
に
変
更
、

食
堂
の
ク
ロ
ス
を
張
り
替
え

て
明
る
い
食
堂
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
食
器
類
を
全
面

的
に
新
し
い
も
の
に
買
い
換

え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ご
利

用
者
に
は
大
変
好
評
で
し

た
。
ご
利
用
者
と
職
員
が
親

近
感
を
持
て
る
よ
う
に
な

り
、
お
か
げ
で
職
員
と
の
会

◆ 

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

国
東
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
６
月

８
日
に
む
さ
し
苑
へ
来
苑
。
園
芸

科
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
の
一
環
と
し
て
花
壇

に
花
を
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

土
色
一
色
だ
っ
た
花
壇
に
、
色

鮮
や
か
な
花
が
咲
き
ま
し
た
。
ご

利
用
者
だ
け
で
な
く
、
職
員
も
気

持
ち
が
華
や
か
に
な
り
ま
す
。
国

東
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆ 

施
設
体
験

　

国
東
高
校
３
年
生
の
２
名
が
施

設
体
験
実
習
を
し
ま
し
た
。
２
人

と
も
福
祉
系
の
学
校
に
進
学
す
る

そ
う
で
す
。
さ
わ
や
か
な
二
人
で

し
た
。
将
来
は
、
良
い
介
護
職
員

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

■ 

ピ
ア
ノ
の
設
置

　

む
さ
し
苑
で
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

と
楽
し
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

食
堂
の
一
角
に

「
ピ
ア
ノ
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
の
ピ

ア
ノ
は
廃
校
に
な
っ

た
小
学
校
か
ら
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

当
初
、「
ピ
ア
ノ
な

ん
て
誰
が
弾
く
の
」

と
言
っ
て
い
た
職

員
、
あ
る
ご
利
用
者
が
楽
し

そ
う
に
自
慢
げ
に
ピ
ア
ノ
を

演
奏
さ
れ
る
の
を
見
て
、
驚

き
と
共
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
い
ま
で
は
、
そ
の
職
員

ら
が
生
徒
と
し
て
練
習
し
て

　

以
前
は
、
夏
場
の
強
い
日

ざ
し
を
遮
る
た
め
に
、
窓
際

に
ヨ
シ
ズ
や
簾
を
設
置
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
日
ざ

し
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
朝
顔
・
苦
瓜
・
鉈
豆

を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
竹

を
立
て
て
蔓
が
這
い
あ
が
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
無
味
乾

燥
な
ヨ
シ
ズ
よ
り
も
、「
目

に
も
優
し
く
、
花
を
愛
で
る

の
は
も
と
よ
り
、
苦
瓜
や
鉈

豆
を
食
す
る
利
点
も
考
え
た

エ
コ
ロ
ジ
ー
で
す
。」
と
夜

警
さ
ん
。
苦
瓜
の
苗
や
鉈
豆

は
夜
警
さ
ん
の
自
家
製
で

す
。

　
「
化
石
燃
料
を
燃
や
す
こ

と
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
を
発

生
さ
せ
、
地
球
温
暖
化
を
招

き
、
生
態
系
を
も
破
壊
し
つ

つ
あ
る
い

ま
、
ひ
と
り

一
人
が
少
し

で
も
何
か
を

行
え
ば
、
そ

れ
を
防
ぐ
こ

と
が
可
能
で

あ
る
。
エ
コ

ロ
ジ
ー
は
エ

コ
ノ
ミ
ー

（
倹
約
）
に

も
つ
な
が
っ

て
い
る
。」

と
は
夜
警
の

滝
口
さ
ん
の

弁
。

　

４
月
か
ら
、
ご
利
用
者
の

顔
と
名
前
を
覚
え
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
早
６
ヶ
月
。
ご

利
用
者
の
希
望
に
そ
っ
た
機

能
訓
練
が
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
不
安
で
し
た
が
、
隔
週

で
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
理

学
療
法
士
の
ご
指
導
を
受
け

朝
来
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
の

交
流

楽
し
い
環
境
づ
く
り

は

エ
コ
ノ
ミ
ー

エ
コ
ロ
ジ
ー

国
東
高
校
と
の
交
流

リ
ハ
ビ
リ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

む
さ
し
苑

むさし苑 松寿園

　

む
さ
し
苑
と
松
寿
園
の
診

療
所
が
、
４
月
か
ら
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
む

さ
し
苑
は
、
嘱
託
医
に
メ
ー

プ
ル
尽
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の

菅
淳
一
先
生
を
お
迎
え
し
、

看
護
職
員
５
名
（
う
ち
非
常

勤
１
名
）
の
体
制
で
ご
利
用

者
の
健
康
管
理
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
寿
園
は
橋
永
医

院
院
長
の
橋
永
邦
彦
先
生
に

引
き
続
き
嘱
託
医
と
し
て
ご

利
用
者
を
診
て
い
た
だ
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

医
務
室
だ
よ
り

菅 淳一先生橋永邦彦先生

第
三
者
委
員

の
調
査
を

実
施

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
む
さ
し
苑
」
は
、
利
用

話
も
弾
む
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。

　

改
修
工
事
で

は
、
駐
車
場
ス

ペ
ー
ス
と
畑
を

大
き
く
し
ま
し

た
。
畑
に
は
、

胡
瓜
・
茄
子
・

ト
マ
ト
・
し
し

と
う
・
ピ
ー
マ

ン
・
オ
ク
ラ
・

ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
・
さ
つ
ま
い

も
等
多
く
の
野

菜
を
植
え
ま
し

た
。
医
務
室
・

静
養
室
前
に
は
、
施
設
長
や

職
員
、
ご
利
用
者
で
「
緑
の

カ
ー
テ
ン
（
ゴ
ー
ヤ
）」
を

つ
く
り
ま
し
た
。
い
ま
で
は

こ
れ
ら
の
野
菜
が
収
穫
時
期

で
毎
日
、
厨
房
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ご

利
用
者
か
ら
「
部
屋
の
カ
ー

テ
ン
を
取
り
換
え
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
９

月
に
は
新
し
い
カ
ー
テ
ン
に

変
わ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
者
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
も
安
岐
ダ
ム
の
花

見
、
行
入
ダ
ム
の
鯉
の
ぼ
り

見
学
、
６
月
に
は
安
岐
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
主
催
の

田
植
え
に
参
加
、「
銀
た
ち
」

へ
の
外
食
な
ど
、
色
々
取
組

　

国
東
町
内
の
４
つ
の
中
学

校
が
統
合
さ
れ
新
生
国
東
中

学
校
が
誕
生
、
そ
れ
に
伴
っ

て
音
楽
ク
ラ
ブ
が
発
足
、
最

初
の
演
奏
会
が
松
寿
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
場

所
で
の
演
奏
で
最

初
は
緊
張
し
て
い

る
様
子
で
し
た

が
、
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
事

前
に
ア
ン
ケ
ー
ト

で
ご
利
用
者
か
ら

歌
い
た
い
３
曲
を

決
め
、
歌
詞
カ
ー

ド
ま
で
作
成
、
そ

れ
を
基
に
、
生
徒

さ
ん
た
ち
の
演
奏

で
ご
利
用
者
が
歌

い
、
大
変
有
意
義

な
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

国
東
中
学
校
音
楽
部
の

　
　
　
　
　
　
　  

初
演
奏
会

国
東
中
学
校
音
楽
部
の

　
　
　
　
　
　
　  

初
演
奏
会

● 

全
国
的
に
注
目

　

こ
の
１
月
に
開
業
し
た

「
朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

鈴
鳴
荘
」。
旧
朝
来
小
学
校

の
一
階
部
分
を
改
装
、
介
護

保
険
事
業
の
「
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
」
と
大

分
県
の
モ
デ
ル
事
業
「
交
流

型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の

新
し
い
在
宅
ケ
ア
の
場
所
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

は
、「
楽
楽
楽
」の
名
称
で
、

「
喜
楽
・
笑
楽
の
有
る
毎
日

を
送
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
馴
染
み
の
人
達
と
い
つ
ま

で
も
暮
ら
し
た
い
」
と
、
ご

利
用
者
の
そ
ん
な
思
い
を
応

援
す
る
べ
く
生
ま
れ
た
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
施
設
と
い
う
耳

慣
れ
な
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

形
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
訪

問
・
通
所
・
宿
泊
の
『
ひ
と

こ
ん
に
ち
は
、

　
　
　
　
朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
す

つ
の
場
所
で
色
々
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
』
と
い
う

特
色
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

交
流
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、「
だ
れ
で
ん
・
か
れ
で

ん
」
と
い
う
、
世
代
を
超
え

て
地
域
の
方
々
に
楽
し
く
過

ご
し
て
頂
け
る
場
所
を
提
供

す
る
も
の
で
す
。

● 

マ
ス
コ
ミ
の
取
材

　

朝
来
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

鈴
鳴
荘
は
、
小
学

校
の
統
廃
合
で
廃

校
に
な
っ
た
小
学

校
跡
地
を
利
用
し

た
施
設
と
言
う
こ

と
で
、
全
国
的
に

も
注
目
さ
れ
、
こ

の
半
年
で
い
く
つ

か
の
新
聞
社
や
テ

レ
ビ
局
、
雑
誌
等

か
ら
取
材
が
あ
り

ま
し
た
。
地
域
の

皆
様
か
ら
も
「
テ

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
、

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ご
利

用
者
や
ご
家
族
、
職
員
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
Ｎ
さ
ん
は
、

す
ぐ
に
顔
見
知
り
の
方

か
ら
「
元
気
じ
ゃ
っ
た

か
え
」
と
、
声
を
か
け

ら
れ
輪
の
中
入
ら
れ
ま

し
た
。
色
と
り
ど
り
の

料
理
に
、「
わ
ぁ
ー
」

と
ご
利
用
者
の
感
嘆
の

声
。
ご
利
用
者
も
お
な

か
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
地
元
の
方
々
と
の

交
流
、
涙
あ
り
、
笑
い

あ
り
の
満
足
な
一
日
で

し
た
。

レ
ビ
見
た
で
〜
」
と
声
を
か

け
て
頂
く
機
会
も
増
え
、
新

聞
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
る

と
、
出
勤
途
中
に
そ
の
記
事

の
切
り
抜
き
を
施
設
ま
で
届

け
て
下
さ
る
な
ど
、
地
域
に

根
付
い
て
き
た
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

い
ま
す
。

■ 

花
柄
の
シ
ー
ツ

　

こ
れ
ま
で
真
っ
白
だ
っ
た

シ
ー
ツ
を
花
柄
に
変
え
ま
し

た
。「
こ
り
ゃ
〜
い
い
。
明

る
く
な
っ
た
」
と
ご
利
用
者

は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
職
員

も
ご
利
用
者
の
喜
ば
れ
る
姿

を
見
て
楽
し
く
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

　

そ
し
て
、
何
よ
り
一
番
の

変
化
は
、
少
人
数
で
過
ご
せ

る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で

は
、
ベ
ッ
ド
上
で
過
ご
し
、

起
床
し
て
の
食
事
、
ま
た

ベ
ッ
ド
上
で
過
ご
す
と
い
っ

た
サ
イ
ク
ル
の
繰
り
返
し
で

し
た
が
、
こ
の
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と

ご
利
用
者
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
を
目
指
し
て

で
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
歌

を
歌
っ
た
り
、
お
茶
を
飲
ん

だ
り
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
せ
る
場
が
で

き
、
ご
利
用
者
同
士
の
交
流

も
増
え
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

（
絶
え
な
い
）
様
子
を
目
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

■ 

新
聞
閲
覧
室

　

ま
た
、
玄
関
ホ
ー
ル
に
新

聞
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し

ま
し
た
。
朝
か
ら
多
く
の
ご

利
用
者
が
新
聞
を
読
み
、
会

話
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。
予
算
が
取
れ

れ
ば
も
う
少
し
立
派
な
デ
ス

ク
を
設
置
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
者
の
要
望

も
あ
っ
て
日
本
経
済
新
聞
も

置
い
て
い
ま
す
。

定
員
が
一
日
10
名
の

小
規
模
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
定
休
日

は
日
曜
日
の
み
で
、

そ
れ
以
外
は
お
盆
、

正
月
、
祝
祭
日
も
営

業
し
て
お
り
ま
す
。

送
迎
も
国
東
町
ま
で

範
囲
を
広
げ
て
お
り

ま
す
。
無
料
の
体
験

デ
イ
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
に
繰
り
出
す

社
会
的
援
助
、
買
い
物
、
季

節
を
感
じ
る
ド
ラ
イ
ブ
な

な
が
ら
機
能
訓
練
指
導
員
二

人
で
毎
日
、
ご
利
用
者
の
笑

顔
や
、「
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
言
葉
に
励
ま
さ
れ
な
が

ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
と

楽
し
く
、
そ
し
て
笑
顔
で

日
々
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
機

能
訓
練
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
、
外
出
の
機
会
を
出
来
る

だ
け
取
り
入
れ
た
家
庭
的
な

サ
ー
ビ
ス
、
自
己
選
択
で
き

る
個
人
を
尊
重
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
生
活
相
談
員

の
花
木
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
電
話
：
０
９
７
８
–
６
８

–
０
２
３
８
）

ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
銀
た

ち
で
は「
太
刀
重
」を
注
文
、

普
段
と
は
違
う
食
事
に
皆
さ

ん
大
喜
び
で
し
た
。
今
後
も

改
装
を
し
な
が
ら
明
る
い
生

活
空
間
を
作
り
、
ご
利
用
者

の
満
足
を
求
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
も
気

軽
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ザ
ッ
!! 
密
着
隊
!!

　

鈴
鳴
荘
の
密
着
隊
。
今

回
は
第
３
弾
と
な
り
、
鈴

鳴
荘
を
影
で
支
え
て
く
れ

て
い
る「
洗
濯
場
」――

。

毎
日
、
一
般
浴
の
時
は
23

人
分
、
特
浴
の
時
で
26

人
分
の
上
下
の

衣
類
及
び
下

着
、
そ
れ
に
バ

ス
タ
オ
ル
、
身

体
洗
身
用
の
小

タ
オ
ル
を
洗
濯

し
ま
す
。

　

Ｋ
さ
ん
「
そ

ん
だ
け
や
ね
ん

で
〜
！　

ま
だ

仕
事
は
あ
る
ん

じ
ゃ
」
と
。
顔

拭
き
タ
オ
ル
60

枚
、
お
し
ぼ
り

53
枚
、
エ
プ
ロ

ン
80
枚
に
口
拭
き
タ
オ

ル
、
ス
タ
ッ
フ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
毎
日
。
個
人

で
12
〜
13
枚
の
タ
オ
ル

を
毎
日
洗
濯
に
出
さ
れ
る

ご
利
用
者
さ
ん
。
そ
の
他

汚
れ
た
衣
類
な
ど
も
随
時

洗
濯
を
し
ま
す
。
洗
濯
場

の
Ｋ
さ
ん
73
歳
、Ｍ
さ
ん

68
歳
。
高
齢
者
の
職
場

環
境
の
改
善
で
５
月
17

日
、
新
し
い
２
台
の
洗
濯

乾
燥
機
を
購
入
、
フ
ル
稼

働
し
て
い
ま
す
。

　

洗
濯
機
が
新
し
く
な
っ

て
ど
う
で
す
か
？　

と
聞

く
と
、Ｍ
さ
ん
「
前
は
洗

濯
と
乾
燥
が
別
や
っ
た
け

ど
、
い
ま
は
洗
濯
と
乾
燥

１
台
で
で
き
る
の
で
便
利

や
な
ぁ
〜
」
と
。
撮
影
に

は
少
し
照
れ
た
様
子
で
し

た
が
と
て
も
明
る
く
元
気

で
、
鈴
鳴
荘
の
若
い
ス

タ
ッ
フ
の
お
母
さ
ん
的
存

在
の
お
二
人
で
し
た
。


